
平成２２年２月市議会定例会

一　般　質　問　通　告　書

（通告者１４名）
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ １３番　丹野　政喜

１ 防犯活動の
推進について

市　長

市　長

市　長

２ 地域医療体
制の確立に向け
て

市　長

市　長

市　長

２ 　５番　菊地　忍

市　長
教育長

教育長

２ 読書活動の
推進について

教育長

教育長

３ 最終処分場
の用地選定につ
いて

市　長

３ １９番　今野　栄希

１ 貞山運河に
ついて

市　長

市　長

(1)貞山運河の歴史を学ぶ学習スペースの確保など中
貞山運河の周辺環境を整備し歴史に思いをはせる空間
として整備するように県に働きかけるべきである。

(3)市と市民との協働による犯罪のないまちづくりを
総合的に推進するため、「名取市安全・安心まちづく
り条例」を制定すべきである。

(1)第五次長期総合計画策定に係る市民意識調査で
は、医療体制の充実を求める声が大きい。これまでの
取り組みをどのように総括し、第五次長期総合計画に
生かしていくのか。

(3)譲渡された愛島台ニュータウンの広大な市有地
に、拓桃医療療育センターを核として、医療・教育・
福祉が一体となった福祉の里づくりを進めるべき。

１ 幼児教育に
ついて

質問の要旨

(1)私立幼稚園に通園する園児の保護者負担の軽減の
ため、就園奨励費補助金の市独自の加算、または幼児
教育振興助成金の増額を図るべきと考えるがどうか。
(2)文部科学省では平成13年３月に幼児教育振興プロ
グラム、平成18年10月に幼児教育振興アクションプロ
グラムを策定している。本市の政策プログラムは８年
経過しても策定されていない。策定の時期を明らかに
し取り組むべきと考えるがどうか。

(1)各地区防犯協会の活動実態を把握し、積極的に支
援すべきである。特に、防犯の広報やパトロール時に
必要なスピーカー付車両を市独自に確保し、活動の充
実を図るべきである。

(1)子ども読書活動推進計画の現状を把握するため、
昨年アンケート調査を実施した。その結果を踏まえ、
読書活動推進に向けた取り組みをさらに進めるべきと
考えるがどうか。
(2)学校における言語教育の具体策として、新聞活用
教育の実践を図るべきと考えるがどうか。

(2)地域で防犯活動の中核を担う「防犯指導隊」を交
通指導隊と同じように条例の中で位置付け、報酬等の
身分保障と災害補償の対象とすべきである。また、そ
のために必要な条例の整備を図るべきである。

(2)県より移転新築の方針が示された「拓桃医療療育
センター」の建設候補地に立候補すべき。

(1)昨年12月27日に行った住民説明会での意見をどの
ように受け止めているのか。今後の対応を明らかにす
べきと考えるがどうか。

(2)貞山運河博物館を広浦周辺に建設するよう県に働
きかけるべきである。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

２ 国・県事業
の市負担につい
て

市　長

市　長

３ 特殊勤務手
当について

市　長

市　長

市　長

５ 医療費（薬
剤費）の抑制に
ついて

市　長

６ 河川敷地公
園等の整備につ
いて

市　長

７ サポーター
制度について

市　長

８ 新図書館に
ついて

教育長

９ 農業対策に
ついて

市　長

農業委員会
会　長

(1)インターネットでの本の予約システムを導入すべ
きと考えるが、現在の検討状況を含め御回答願いた
い。

(2)農地としての再生困難な耕作放棄地は農地に復元
するよう指導すべきである。

(1)広報なとり、健康カレンダー等にジェネリック医
薬品（後発医薬品）の希望カードを印刷、または配布
し患者に利用してもらい、医療費の軽減を図り、保険
税の負担増を抑え、医療保険財政の健全化に資するべ
きである。

(1)高齢者が健康で生き生きとした生活を送られるよ
う（仮称）「介護サポーターポイント制度」を創設
し、翌年の介護保険料の軽減及び介護サービスの利用
料に充当、さらには市内協賛店で割引などの優遇を受
けられるようにすべきである。

(1)国・県の公共事業の一部を市に負担させる「市負
担金」をやめさせるべきと考えるが、その内容及び負
担総額等、詳細な状況を明示願いたい。

(1)ＩＴ電子化について第五次長期総合計画で取り組
んで行くべきだが、現在の推進状況をも含め御回答願
いたい。
(2)行政手続等を市民がインターネットで電子申請手
続が行えるようにすべきである。

(1)現下の厳しい状況にかんがみ、特殊勤務手当を全
廃すべきと考えるが、特殊勤務手当の該当業務、支給
件数及び支給金額等、詳細な内容を明示しつつ御回答
願いたい。

４ ＩＴ（情報
通信技術）電子
化について

(1)耕作放棄地の解消策は「適地・適産」であるので
「米粉・麦・大豆」等の作付け、また市民農園として
の利活用を図るべきである。

(1)河川敷地、公園内に脚力・腕力・休息器具を設置
し、市民の健康増進を図るべきである。

(4)政宗の志を酌み現代に生かす取り組みを考えるべ
きである。

(3)日本一の延長を誇る貞山運河を生かすべく、新堀
の整備等全線の整備について県に強く働きかけるべき
である。

(2)市負担金を早急に廃止するよう、国・県に強く働
きかけるべきと考えるが見解はいかに。また具体的な
行動計画があれば明示願いたい。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

４ １１番 　小野寺美穂

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

２ 公契約条例
の制定について

市　長

５ １２番　郷内　良治

市　長
教育長

市　長
教育長
市　長
教育長

市　長
市　長

市　長
市　長

(8)地方税の賦課徴収については議決事件とするとい
う地方自治法第96条をどうとらえているのか。

(10)困難な状況に置かれている市民に対し、サラ金で
さえそこまでやらないというような取り立てを行って
いるような任意組織からは脱退すべきと考えるがどう
か。

(5)機構にいわゆる徴収困難事案として移管する際、
何をもって引き継ぐのか。最終判断は誰が行っている
のか。誰に対してか。

(1)名取市職員を徴税吏員として派遣するに当たって
の名取市はどのような配置計画に基づいて行っている
のか。基準は何か。

(1)地域経済と地方自治体の「再生」を実現するため
に持続可能な地域づくりが求められている。「官製
ワーキングプア」の解消のため公契約条例を制定すべ
きである。

(2)市役所やバイパス歩道橋に出場祝福の応援幕を取
りつけるべきと考えるがどうか。

１ 市民挙げて
の応援体制につ
いて

(1)市民あるいは名取市在住の方が東北大会以上のす
べての競技に出場する時、市民が応援できる体制をつ
くるべきと考えるがどうか。

(3)ポスター等を作成して公共施設や店舗に張ってい
ただき応援する考えはどうか。

３ 愛島台の市
有地利用につい
て

２ 地域の特長
を生かした活性
化について

(1)愛島台の市有地利用の見通しはあるのか。
(2)市有地を利用して野外活動センターを建設すべき
と考えるがどうか。

１ 宮城県地方
税滞納整理機構
と徴税のあり方
について

(1)荒廃した里山を活性化すべきと考えるがどうか。
(2)市民が自由に参加できて自然と触れ合えるように
里山を整備すべきと考えるがどうか。

(2)市税条例においても徴税吏員は「市長又はその委
任を受けた市職員をいう」となっている。条例違反で
はないか。
(3)名取市職員の徴税吏員としての行為が異議申し立
ての対象となることも想定されるが、任命権者として
の責任はどうとるのか。
(4)市長として自分の統べる市の住民の命と暮らしに
かかわる問題について任意組織に、しかも他自治体の
職員に丸投げすることに違和感を覚えないか。

(6)地方税法第２条では地方税の賦課徴収を行うこと
ができるのは、法第１条で定められている「地方団
体」に限られている。法的根拠のない機構にその権限
はない。その点についての見解は。
(7)法的根拠のない任意組織に対し市民の個人情報を
渡すことは違法行為ではないか。

(9)公開されている差し押さえ物件のインターネット
オークションを見てどう感じるか。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

６ ２０番　星居　敬子

教育長
教育長

教育長

教育長

市　長

市　長

市　長

市　長

３ 学校給食に
ついて

教育長

７ ３番　森　良二

市　長
市　長

市　長
教育長

３ 市民歌につ
いて

市　長

４ 自転車通学
女子中学生の制
服について

教育長

市　長
消防長
市　長

８ １７番 　山田龍太郎

１ 地球温暖化
対策について

市　長

(1)スラックス着用を認めるべき。

(1)岩沼市と連携した消防・救急体制を構築すべき。

(2)市民バスの相互乗り入れを検討すべき。

５ 岩沼市と名
取市の連携につ
いて

(1)市民歌を活用すべき。

(3)ワクチン接種の有効性を周知したり、実施病院等
を市民にお知らせすべき。

２ 女性特有が
んの対策につい
て

(2)施設の建設について亘理名取共立衛生処理組合と
連携を図るべき。

(1)地域住民との話し合いを充実すべき。

(1)名取市地球温暖化効果ガスの排出抑制等のための
実行計画について、年度ごとの実行計画はどうなされ
ているか。また職員への周知、指導の方法はどのよう
になされているか。

(1)安全でおいしく楽しい学校給食の実施の工夫を図
るべき。

(2)本年は国民読書年であるが、市として特別な取り
組む年とすべきであるが具体的な取り組みについて伺
う。
(3)名取市子ども読書推進計画の中に地域やボラン
ティアとの連絡や支援、育成・ネットワークづくりと
随所に示されているが、現状を踏まえた取り組みを行
うべき。

(2)子宮頸がん予防ワクチン接種費用の軽減を図るた
めの公費助成をすべき。

１ 読書活動を
生かしたまちづ
くりについて

(1)検診率の現状を踏まえた検診率50％へ向けた具体
策を実施すべき。

(4)無料クーポン事業を今後４年間実施すべき。

(1)市民があいさつや返事のできる習慣の育成を図る
べき。

１ ごみの最終
処分場用地選定
について

(1)市民を挙げての読書に親しむ機会をつくるべき。

(4)図書館建設までの間にも市民の要望にこたえるソ
フト事業の充実に取り組むべき。

２ 市民のマナ
ー育成について
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

市　長
市　長

市　長

教育長

９ ２番　大沼　宗彦

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

１０ １８番　佐藤　賢祐

市　長

市　長

市　長

２　消防の広域
化への取り組み

市　長
消防長
市　長
消防長

(4)国民健康保険税をだれもが納められる額に引き下
げるべき。

１ 国民健康保
険税について

(5)国民健康保険税と不可分な後期高齢者医療制度の
廃止を求めるべき。

(2)国民健康保険税の滞納状況を見て市の対策を図る
べき。

(2)仕事と雇用を創出する一つとして、（仮称）「住
宅新築改修助成金制度」を採用すべき。

(1)仕事起こしと地域経済の活性化のための市の考え
を明らかにすべき。

２ 仕事起こし
と地域経済の活
性化について

(3)地域経済の活性化のために「住宅版エコポイント
制度」などのＰＲをすすめるべき。

(6)国の負担増額を求めるべき。

(3)払いたくても払えない人を救済する手だてを尽く
すべき。

(1)国民健康保険税の滞納状況とその要因を明らかに
すべき。

(2)実行計画を推進するに当たって、職員の取り組む
意識を高めるため適宜、研修をすべきと考える。研修
がなされていれば、その内容は。
(3)実施計画の点検、評価、見直しはどのように行わ
れているのか。

(5)取り組みへの努力が報われる仕組みづくりが必要
であると考えるがどうか。

(1)地方の都市化、郊外化によって起こりうる犯罪に
対して、行政として現状把握はなされているのか。ま
た、今後さらに人口増が見込まれる中でしっかりと対
策をとっていくべきと考えるがどうか。
(2)学校教育の立場からどのように現状をとらえてい
るのか。対策、対応、そして児童、生徒を守るための
指導をさらに高めることが必要と考えるがどうか。

(4)内部環境監査を導入すべきと考えるがどうか。

２ 新しいまち
づくりにおける
今後の課題につ
いて

(2)広域に入らなければ、将来とも市民の安全・安心
を名取市単独で守らなければならないものとなる。そ
の自信と覚悟が本当にあるのか。

１ 流れを変え
ようというキャ
ッチフレーズで
ある市長の基本
姿勢について

(1)市の将来を考えると、消防の広域化は検討すべき
課題と考えるがどうか。

(1)流れを変えようというキャッチフレーズの市長は
市内のタクシーを活用すべきで、高級公用車の購入を
すべきではなかったのではないか。
(2)市長公用車を初め、公用車は公務の使用だけに限
られるべきだ。管理は徹底されておられるか。

(3)年末の仕事納めと年頭の仕事始めの儀式は、市民
の目線では納得できないやり方であり、是正すべきで
ある。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長
消防長

教育長

市　長
教育長

教育長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

１１ ６番　髙橋　史光

市　長

市　長

２ 学校教育に
ついて

教育長

教育長

教育長

教育長

３ 文化振興に
ついて

教育長(1)閖上太鼓やすずめ踊りなど、文化財指定条件に満
たない文化伝統創作芸術の保存・普及活用に努め、次
世代に継続するためにも市独自の指定登録制度（仮
称）「名取市芸術創造文化財」をつくるべき。

(1)名取市環境基本計画の「なとりの望ましい地球環
境問題の対応」とは一人一人が、地球環境問題を自分
の問題として認識し、行動につなげるための仕組みが
必要とうたわれている。本市から排出される温室効果
ガスの排出抑制等のため「名取市地球温暖化対策推進
プラン」を策定し、総合的、計画的に取り組むべき。

(2)家庭でできる温暖化対策等の啓発や学校、子供た
ちへの環境啓発など普及推進のため、市民対象にエコ
リーダーを養成し、「エコライフ推進員」制度を設置
すべき。
(1)小学校外国語活動については、新学習指導要領の
移行期間で各中学校と連携を図りＡＬＴを活用して取
り組むことになっているが活動状況は。
(2)英語ノートは小学校外国語活動を進める上で必要
不可欠である。民主党政権の事業仕分けで英語ノート
活用事業が廃止となるが今後の取り組みは。

(4)学力向上、中学校への円滑な橋渡しなどに効果的
な小学校教科担任制に取り組むべき。

(1)区長や町内会長に依頼しての各種募金活動は、そ
ろそろ見直しを図るべき時期と考えるがどうか。
(2)社会福祉協議会には完全自立を目指してもらうべ
き時期と考えるがどうか。

４ 市の公的施
設の駐車場管理
について

(3)2011年度より外国語が正式科目になることで教師
の役割が重要となるので、講習会などの対応をすべ
き。

(1)市民・国民の税金で購入した市役所や体育館、文
化会館などの公的施設の駐車場管理はもっとしっかり
取り組むべき。

(3)自家用車で通勤しないノーカー運動など、エコ活
動を市や職員が率先垂範すべき時代ではないのか。

３ 公立幼稚園
の改革や民営化
について

(1)公立幼稚園は市民のニーズに柔軟に対応すべきと
考えるがその実態をどうとらえているのか。
(2)以前から提言してきた幼稚園の公設民営化や、幼
稚園と保育所の一元化を進めるべきと考えるがどう
か。
(3)どうしても公立にこだわるのであれば、公立幼稚
園は一つに統合して運営すべきではないのか。

(2)市民の目線で見れば職員から駐車料を徴収するの
は当然であると考えるがどうか。

５ 福祉活動へ
の取り組み姿勢
について

(3)将来に向けた消防行政の指針を示し、市民や議会
に説明すべき重大案件と考えるがどうか。

１ 地球温暖化
対策について
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

教育長

１２ １６番　山口　實
選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

２ 本市農業の
確立を目指して

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

１３ 　７番 　沼田喜一郎

１ 市内交通体
系について

市　長

市　長

(4)職員の工夫や業者に委託する等して、使用禁止期
間を短縮し、施設の活用促進を図るべき。

(2)文化財指定はもちろん未指定も含め、歴史文化伝
統芸術の総合的な保存・活用により、地域の歴史文化
を保護する一体的な枠組みづくりに文化庁で勧めてい
る「歴史文化基本構想」をつくるべき。

(1)当落判明の余りにも早い表示（特に国政選挙）に
違和感を覚えるが、どのような見解をお持ちか。
(2)第１回目の開票速報後に「当落」の発表をすべき
で、報道機関に自粛するよう指導・依頼すべきでは。
(3)地域コミュニティー施設である集会所等を３日間
も拘束する投票所の現状を、どのように認識されてい
るのか。

(5)投票立会人の負担軽減を図るため、パイプいす等
に配慮すべきと考えるが。

(5)生産調整に取り組みやすい方法として、飼料用米
の栽培がある。未達成地区への普及推進をすべき。

(3)激変緩和措置として約10億円が交付（宮城県）さ
れますが、その一部として各市町村の振興作物への支
援を行うとなっているが、本市の現状は。
(4)米戸別所得補償モデル事業は、生産調整に100％協
力者が該当する制度となっている。減反の徹底をどの
ように図ろうとするのか。

(1)日本農業の指針ともいえる「品目横断的経営対
策」が施行され農地の集約が進む中、「戸別所得補償
制度」がスタートされ、農政転換が図られますが、そ
の見解は。
(2)自給率向上のための新しい農政がスタートし、事
務的に未決定のところもあり、短期間に徹底を図る上
から、行政・農協（農家）の連携を図るべき。

(2)説明会での地元からの要望・意見について、バス
運行が高齢化等による交通弱者対策、通勤、通学さら
にまちの活性化のためにも今後も運行を継続すべきと
考えるがどうか。

(1)路線バス井戸浜線（閖上線）の運行について、昨
年８月に地元（閖上地区）での説明会が開催された。
その後、市として検討した結果、現行どおりの運行を
継続することになったが、これまでの仙台市交通局と
の協議内容、また、市としての基本的な考え方を伺
う。

(6)病害虫発生の要因となる東部道路のり面の管理に
ついて、保全米栽培に努力する農家にとって甚大な被
害を受けることになる。整備の徹底を管理者に強力に
要望すべき。

１ 信頼される
選挙とするため
に
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位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

２ 海洋基本法
について

市　長
教育長
市　長
教育長

１４ １０番　太田　稔郎
農業委員会
会　長

農業委員会
会　長

市　長
農業委員会
会　長

２ 高齢者対策
について

市　長

市　長

教育長

市　長
教育長

(1)一般企業の農業への参入の道が開かれた。毎年利
用状況を委員会に対し報告を義務付けた。監視を強化
すべき。
(2)農地を持っていない人が集落農業に農地を借地す
ることにより法人化参入の道が開けた。ＰＲをすべき
と考えるがいかに。
(3)法人化に当たって市町村が出資して集落営農法人
の構成員になることができるようになった。検討すべ
き。

１ 農地法の改
正による影響に
ついて

(1)市民の方々に、認知症等の方々の徘徊や出歩きに
対し、見守りをお願いすべき。

(1)がん検診の受診率を高めるためにも、がんのカリ
キュラムを小中学生のうちに組み込むことも必要と思
うがどうか。

３ がん対策に
ついて

(2)小中学生に子宮頸がん防止のためのワクチンを接
種し、がんを発病させないようにすべき。

(2)徘徊や出歩きの方の発見者に対し、褒賞すべき。

(2)地元の各種団体やボランティアの方の協力を得な
がら、学習環境の整備や体験活動を推進すべき。

(1)海洋教育について、海に親しみ、海を知り、海を
守る、海を利用する学習の推進をすべき。
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